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チャートは金日足にボリンジャーバンドを被せたものである。２Σ～マイナス２Σまでのラインがだんだん中心線に向って

おり一目みて揉み合いの中に居る事が確認できると思われる。又、チャートには表示していないが乖離率やＭＡＣＤも限

りなく中立を示しており、この状態では小さな逆バリ若しくは上下どちらかへのブレイクアウトを待つしかない。そして白金

であるがこちらは金に比べると日中のボラティリティもある為デイトレードを行い易い。海外スポット市場も2000ドルをサ

ポートにして推移しており底堅さは伺える。買い中心の逆バリとしておきたい。ただし、白金も金同様持合いの中にあるこ

とは確実であり、上下どちらかにブレイクした時にはすぐにトレンド発生方向についていく準備が必要であることを付け加

えておく。

（6/13　　14：00）

　貴金属相場にとってのポイントは為替をどう読むかにかかっている。巷ではドル安トレンドからの転換がテーマとなっ

ており、米国もドル安是正に動き始めたとの見方が多い。ただ、欧州中央銀行（ECB）のトリシェ総裁が7月利上げの可

能性をほのめかしており、このままではドルとユーロの金利差は埋まらず、それがドル売り・ユーロ買いのフローを呼び

かねないとの指摘もある。そして、状況はG8会合を前に流動的になっている。米国の本音としては口先介入でドル安

⇒輸入物価高⇒インフレの流れを止めたいのだろうが、これにはユーロ側の協調体制が必要。表立っては為替に関す

る協議が行われるかどうかさえ、はっきりしないコメントしかされておらず、マーケットの反応は読みづらい。また、原油

相場の動向からも影響を強く受けるが、こちらも米商品先物取引委員会（CFTC）の監視強化姿勢が伝えられているも

の、規制内容は協議の段階にあり、先行きは見通しづらい。

　当面は米ドルの行方に左右されるものとして、過大なポジションは取らず、方針転換の可能性を含めて機動的に対

処できるように余裕を持たせておくのが賢明であろう。白金との組み合わせにしても、トレンドの方向性は同じで、ボラ

ティリティ換算での比率は1：1と見ておいて違和感はない。全体相場を強気に見るときには白金買いをベースに、逆に

弱目に見る場合には金買いをベースにし、為替関連ニュースに気を配りながら、今後のシナリオを練る必要があろう。

　
〔注目スケジュール〕
　6／13　米商品先物取引委員会（CFTC）建玉明細
　　 16　NY連銀製造業景況指数
　　 17　米鉱工業生産指数、米住宅着工許可件数
　　 19　フィラデルフィア連銀景況指数
　　 20　CFTC建玉明細
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▼商品先物取引のリスクについて
　　 商品先物取引は、相場の変動により利益も損失も生ずるおそれのある取引です。ま
　　 た、取引本証拠金の額に比べて約15倍から約40倍という著しく大きな金額の取引を
　　 行うため、預託した取引証拠金の額を上回る損失が発生することがあります。

▼取引証拠金とレバレッジについて
 　　商品先物取引は委託に際して取引証拠金の預託が必要となります。お取引を始める
　 　際に預託する取引本証拠金の額は商品により異なり、最低取引単位（1枚）あたり
　 　13,000円から210,000円でお取引いただけます。但し、実際の取引金額は取引本証拠
　　 金の額の約15倍から約40倍という著しく大きな額になります。また取引証拠金等は、
　　 その後の相場の変動によって追加の預託が必要になることがありますので注意が必
　　 要です。またその額は、商品や相場の変動によって異なり、一様ではありません。
　　 ※上記取引証拠金は2008年6月1日現在の金額です。

▼取引手数料について
 　　商品先物取引の委託には委託手数料がかかります。その額は商品によって異なりま
　　 すが、最低取引単位（1枚）あたり1,154円（往復）から18,270円（往復）となります。
　　 ※上記委託手数料は2008年6月1日現在の金額です。

▼自己判断
  　 この資料は投資の参考となる情報提供を目的とするものです。投資の決定はご自身
  　 の責任と判断でなされますようお願い申し上げます。

※エイチ・エス・フューチャーズは日本商品先物取引協会に加入しております。
※当社の企業情報に関するディスクローズ資料は当社（本社・支店及びホームページ）
 　又は、日本商品先物取引協会（本部・支部及びホームページ）で閲覧できます。

※お取引に関する苦情・ご相談は、下記の窓口にて承っております。
　 エイチ・エス・フューチャーズ　苦情相談センター
　 TEL：0120-50-4288
   東京都新宿区西新宿5丁目3番2号
 
　 日本商品先物取引協会　相談センター
　 ［本部］
　　 TEL: 03-3664-6243　東京都中央区日本橋小網町9番4号　日商協ビルディング3階
　 ［中部支部］
　　 TEL: 052-220-1652　愛知県名古屋市中区丸の内1-16-2　商品取引所ビル2階
　 ［関西支部］
　　 TEL: 06-6543-8502　大阪府大阪市西区阿波座1-10-14　関西商取ビル4階
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